
 
 

覧に供するものとする。

３ 前項の規定において大学院研究科委員会の承認を経てやむを得ない事由が消滅した者は、当該

するやむを得ない事由が消滅した日から１年以内に、当該博士の学位の授与に係る論文の全文を公

表するものとする。

４ 前３項の規定において公表する場合、「湘南医療大学審査学位論文」または「湘南医療大学審

査学位論文要旨」と明記しなければならない。

５ 前４項の規定において博士の学位を授与された者が行う公表は、インターネットの利用により

行うものとし、本学では機関リポジトリの利用により行うものとする。

（改廃）

第 条 この規則の改廃は、保健医療学研究科委員会及び大学院運営管理会議の意見を聴いた後、

理事会の承認を得て、学長がこれを行う。

附 則

この規則は、平成 年４月１日より施行する。

附 則

この規則は、令和３年４月１日から施行する。

附 則

この規則は、令和３年５月 日から施行し、改正後の第６条第４項の規定は、令和２年４月１

日から適用する。

附 則

この規則は、令和６年４月１日から施行する。

別表（第 条第 項関係）

修修士士論論文文審審査査おおよよびび最最終終試試験験にに関関すするる基基準準

修士論文審査における最終試験は、提出された論文に関するプレゼンテーションを行わせ、主

査および 人の副査による口頭試問を実施する。主な評定内容は、以下に示す 項目とし、評定

点数（ ：優れている、 、 、 、 ：劣っている）をつけ、 名の合計点数の平均値を算出する。

．審査会は，主査 名および副査 名で構成する。

．修士論文の内容に関して直接口頭試問を行い、以下の 項目に関して 名がそれぞれ評定す

る。

．上記の 名の評定点数の平均点が 点以上を合格とする。

① 現代医療の諸問題を学際的・多角的に捉えた「保健医療学」たる研究であり新規性があるか

② 幅広い学問の素養をもとに進めた研究として社会へ貢献できるか

③ 医療・福祉における臨床の場にて実践・応用できる研究であるか

④ 社会における諸問題・課題を盛り込みつつも、独自の目線で検討・探求しているか

⑤ 多職種協働を推進し、組織をリードできる管理・指導能力を獲得する研究であるか

⑥ 保健医療学の実践を通して、患者の状況に応じた的確な処理を発揮できる研究であるか

⑦ 豊かな教養と臨床経験に基づく社会的責任と倫理観を有する研究であるか

⑧ 保健医療学の研究結果として妥当性があり、教育的視点を通して後進を教授・指導できるか

⑨ 研究者に求められる論理的な思考力・表現力および発表能力を携えているか

⑩ 湘南医療大学大学院を修了し、高度専門職業人として活躍できるか

 
 

湘南医療大学大学院 保健医療学研究科履修規程
（令和 年 月 日改正）

（趣旨）

第１条 この規程は、湘南医療大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第 条に規定す

る授業科目の履修に関し、必要な事項を定める。

（授業科目等）

第２条 授業科目、配当年次、単位数、必修・選択の別、時間数及び修了要件は、大学院学則別

表４のとおりとする。

（指導教員）

第３条 授業科目の履修指導及び研究の指導を行うために、学生ごとに指導教員を定める。

２ 研究の指導上、必要がある場合には指導教員を変更することができる。

（履修登録）

第４条 学生は、履修しようとする授業科目については、指導教員の承認を受け、各学期当初の

所定の期日までに履修登録をしなければならない。

２ 履修届を提出した後に履修科目の変更又は取消をしようとする場合は、別に定める届出書を

所定の期日までに、学長に提出しなければならない。

３ 次に掲げる授業科目は履修することができない。

（１）既に単位を修得した授業科目

（２）授業時間が重複する授業科目

（３）複数開講されている同一の授業科目

（学部授業科目の聴講）

第５条 指導教員が本学学部授業科目の聴講をすることが必要と認めるときは、授業科目の科目

担当者の承諾の下に、学部正規課程の学生の教育に支障のない場合に限り、大学院保健医療学

研究科委員会（以下「研究科委員会」という。）の議を経て学長が許可することができる。

２ 聴講科目の単位は付与しない。

（欠席届）

第６条 病気その他やむを得ない理由により授業を受けることができなかった者は、欠席届（履

修様式第２号）を当該科目の担当教員に提出することができる。

２ 前項により提出された欠席届による成績の評価への取扱いは、当該科目の担当教員の判断に

よるものとする。

３ 忌引きによる欠席の場合は、欠席届の提出により、次の範囲内で欠席の扱いとしない。

一親等（父・母・子）及び配偶者 連続する７日間（休日を含む）

二親等（兄弟姉妹・祖父母） 連続する３日間（休日を含む）

三親等（叔（伯）父・叔（伯）母） １日間（休日を含む）

（交通機関の不通等に伴う休講）

第７条 次の各号いずれかに該当するとき、授業は原則として休講とする。

（１）事故、地震、積雪、ストライキ等によりＪＲ東海道線、ＪＲ横須賀線が不通の時。

ただし、バス等による振替輸送がある場合は不通とみなさない。

（２）神奈川県内全域に警報（暴風、大雪、暴風雪）、特別警報（以下｢警報｣という。）発令

時

２ 前項により休講となった場合でも、ＪＲ東海道線、ＪＲ横須賀線が復旧した場合、又は警報

が解除された場合は次のとおり授業を行う。

復旧（警報解除）時間 授業実施時限

現在で復旧（警報が解除）された場合 １時限から実施

現在で復旧（警報が解除）された場合 ３時限から実施

３ 第１項に定める場合のほか、学長は災害その他緊急と認める場合は、授業を休講とすること

ができる。

（試験）

第８条 試験には、定期試験、追試験及び再試験がある。

９  
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２ 定期試験は、原則として当該授業が終了する学期末に期間を定めて行う。

３ 前項のほか当該授業の学期中に担当教員の判断により期間を定めず、随時に試験を行うこと

ができる。

４ 試験に代えて、論文、報告書（レポート）、口述（試問）を課すことができる。

（受験資格）

第９条 次のいずれかに該当する者は、試験を受けること、試験に代わる論文、報告書（レポー

ト）の提出、口述（試問）を受けることができない。

（１）履修登録をしていない者

（２）原則として、試験科目の出席時間数が授業時間数の３分の２に満たない者。

実習においては、原則として全日程の５分の４に満たない者

（３）当該科目の試験時間の３分の１を超えて遅参した者

２ 前項第２号にかかわらず、当該科目の担当教員が欠席の事情をやむを得ないと認めた場合は

試験を受けること、試験に代わる論文、報告書（レポート）の提出、口述（試問）を受けるこ

とができる。

（成績評価の基準・成績評価）

第 条 成績はシラバスに定めた基準により判定する。

２ 成績評価については、大学院学則第 条第１項に基づき、下表のとおりとする。評点に対し

て、グレード・ポイント（以下「ＧＰ」という。）を設定し、不合格その他ＧＰを「０」と算

定する授業科目も含めて、履修登録した授業科目のグレード・ポイントの平均（グレード・ポ

イント・アベレージ、以下「ＧＰＡ」という。）を算出し、総合成績評価を行う。

評 価 評 点
ｸﾞﾚｰﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ

ＧＰ
単位の授与

秀（Ｓ） 点～ 点 ４

授与
優（Ａ） 点～ 点 ３

良（Ｂ） 点～ 点 ２

可（Ｃ） 点～ 点 １

不可（Ｄ） 点以下 ０ 不授与

放棄 Ｏ１ 受験資格喪失 ０

評価対象外放棄 Ｏ２ 定期試験受験の放棄 ０

／ 評価対象外 算定しない

３ 秀（Ｓ）、優（Ａ）、良（Ｂ）及び可（Ｃ）は合格、不可（Ｄ）は不合格とする。

４ 放棄（Ｏ１）評価の授業科目及び放棄（Ｏ２）評価の授業科目の登録単位数は、ＧＰＡの登

録単位数に加算する。

５ 履修登録を取り消した場合、その授業科目は、／評価「評価対象外」とし、ＧＰには算定せ

ず、登録単位数はＧＰＡの登録単位数に加算しない。

６ 再試験において単位を授与する場合の評価・評点は、可（Ｃ）「 点」とする。

７ 単位を授与されなかった科目（評価対象外含む）は、再履修することができる。

（ＧＰＡ）

第 条の２ ＧＰＡを算出する基準は次のとおりとする。

ＧＰＡ＝〔授業科目のＧＰ×その授業科目の単位数〕の総和

／〔ＧＰＡ対象科目の総履修登録単位数〕

２ ＧＰＡは、当該学期における学修の状況及び成果を示す指標である「学期ＧＰＡ」と在学中

における全期間の学修の状況及び成果を示す指標である「累積ＧＰＡ」の２種類とする。

３ ＧＰＡの結果は、修学指導の参考として、また退学勧告の基準として用いる場合がある。

（追試験）

第 条 忌引、疾病、その他やむを得ない理由により定期試験を受けることができなかった者

は、当該授業科目について追試験（実習のときは追実習）を受けることができる。

２ 前項の追試験を受けようとする者は、「追試験申請書（履修様式第３号）」（追実習のとき

は「追実習願」（履修様式第５号））に、疾病の場合は医師の診断書、他の場合は証明書又は

理由書を添え、原則として当該科目の試験の日から所定の期日までに学長に提出し、その許可

を受けなければならない。
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２ 定期試験は、原則として当該授業が終了する学期末に期間を定めて行う。

３ 前項のほか当該授業の学期中に担当教員の判断により期間を定めず、随時に試験を行うこと

ができる。

４ 試験に代えて、論文、報告書（レポート）、口述（試問）を課すことができる。

（受験資格）

第９条 次のいずれかに該当する者は、試験を受けること、試験に代わる論文、報告書（レポー

ト）の提出、口述（試問）を受けることができない。

（１）履修登録をしていない者

（２）原則として、試験科目の出席時間数が授業時間数の３分の２に満たない者。

実習においては、原則として全日程の５分の４に満たない者

（３）当該科目の試験時間の３分の１を超えて遅参した者

２ 前項第２号にかかわらず、当該科目の担当教員が欠席の事情をやむを得ないと認めた場合は

試験を受けること、試験に代わる論文、報告書（レポート）の提出、口述（試問）を受けるこ

とができる。

（成績評価の基準・成績評価）

第 条 成績はシラバスに定めた基準により判定する。

２ 成績評価については、大学院学則第 条第１項に基づき、下表のとおりとする。評点に対し

て、グレード・ポイント（以下「ＧＰ」という。）を設定し、不合格その他ＧＰを「０」と算

定する授業科目も含めて、履修登録した授業科目のグレード・ポイントの平均（グレード・ポ

イント・アベレージ、以下「ＧＰＡ」という。）を算出し、総合成績評価を行う。

評 価 評 点
ｸﾞﾚｰﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ

ＧＰ
単位の授与

秀（Ｓ） 点～ 点 ４

授与
優（Ａ） 点～ 点 ３

良（Ｂ） 点～ 点 ２

可（Ｃ） 点～ 点 １

不可（Ｄ） 点以下 ０ 不授与

放棄 Ｏ１ 受験資格喪失 ０

評価対象外放棄 Ｏ２ 定期試験受験の放棄 ０

／ 評価対象外 算定しない

３ 秀（Ｓ）、優（Ａ）、良（Ｂ）及び可（Ｃ）は合格、不可（Ｄ）は不合格とする。

４ 放棄（Ｏ１）評価の授業科目及び放棄（Ｏ２）評価の授業科目の登録単位数は、ＧＰＡの登

録単位数に加算する。

５ 履修登録を取り消した場合、その授業科目は、／評価「評価対象外」とし、ＧＰには算定せ

ず、登録単位数はＧＰＡの登録単位数に加算しない。

６ 再試験において単位を授与する場合の評価・評点は、可（Ｃ）「 点」とする。

７ 単位を授与されなかった科目（評価対象外含む）は、再履修することができる。

（ＧＰＡ）

第 条の２ ＧＰＡを算出する基準は次のとおりとする。

ＧＰＡ＝〔授業科目のＧＰ×その授業科目の単位数〕の総和

／〔ＧＰＡ対象科目の総履修登録単位数〕

２ ＧＰＡは、当該学期における学修の状況及び成果を示す指標である「学期ＧＰＡ」と在学中

における全期間の学修の状況及び成果を示す指標である「累積ＧＰＡ」の２種類とする。

３ ＧＰＡの結果は、修学指導の参考として、また退学勧告の基準として用いる場合がある。

（追試験）

第 条 忌引、疾病、その他やむを得ない理由により定期試験を受けることができなかった者

は、当該授業科目について追試験（実習のときは追実習）を受けることができる。

２ 前項の追試験を受けようとする者は、「追試験申請書（履修様式第３号）」（追実習のとき

は「追実習願」（履修様式第５号））に、疾病の場合は医師の診断書、他の場合は証明書又は

理由書を添え、原則として当該科目の試験の日から所定の期日までに学長に提出し、その許可

を受けなければならない。

 
 

３ 追試験の成績評価は、優（Ａ）［ 点］を上限とする。

（再試験）

第 条 定期試験及び追試験で成績が合格点に達しなかった場合は必要に応じて科目担当教員等

の判断により再試験（実習のときは再実習）を行うことができる。

２ 再試験を許可された者は、「再試験願（履修様式第 号）」（再実習のときは「再実習願」

（履修様式第６号））に、次の表に定める再試験料（実習のときは再実習料）を添えて提出し

なければならない。

区分 金額

再試験料 １科目につき 円

再実習料 １日につき 円

３ 再試験で合格した場合の成績は、「可（Ｃ）「 点」」とする。

（再履修）

第 条 不合格又は評価対象外とされた必修の授業科目は、再度履修（以下「再履修」とい

う。）しなければならない。

２ 再履修科目は、原則として、授業を再度受講のうえ、試験を受けなければならない。

（学位論文又は研究成果の提出）

第 条 学生は、指導教員の承認を得て、研究科委員会の定める期日までに学位論文又は研究の

成果（以下、併せて「論文等」という。）を提出しなければならない。

２ 論文等に関する具体的な事項については、湘南医療大学大学院学位規則に定める。

（他大学における授業科目の履修等の認定等）

第 条 大学院学則第 条に定める他大学等での授業科目の履修等及び同第 条に定める既修得

単位等の認定を受けようとする者は、所定の書式に成績証明書及び当該授業科目のシラバスを

添えて提出し、研究科委員会の審査に基づき、研究科委員会の議を経て学長が認定するものと

する。

２ 認定された単位（授業科目）の成績評価は行わず、成績表示は、「Ｎ」とする。

３ 既修得単位の認定による修業年限の短縮は行わない。

（進級）

第 条 研究科で指定した授業科目の単位を修得しなければ、進級又は研究科で指定した科目の

履修ができない場合がある。

（不正行為）

第 条 定期試験及びこれに準じる試験において、不正行為があったと認められた場合は、当該

科目を不合格とし、かつその学期に履修合格した他の全科目の評価を１ランク下げることとす

る。なお、この場合において、停学又は退学など処分の実施を妨げないものとする。

（改廃）

第 条 この規程の改廃は、研究科委員会の意見を聴いて学長が行う。

附 則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附 則

この規程は、令和２年８月１日から施行する。

附 則

この規程は、令和３年４月１日から施行する。ただし、第 条及び第 条の２は、平成 年４

月１日から適用する。

附 則

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 ９  
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